
工 事 成 績 評 定 要 領 

第１.目的 

  この要領は、東京都八丈町が施行する請負工事の成績評定（以下「評定」という）に関する必要な事項を定め、厳正かつ的

確な評定の実施を図り、請負者の適正な選定及び指導者育成に資することを目的とする。 

 

第２．適用範囲 

  この要領は、八丈町が施行する請負工事の全てに適用する。 

 

第３．評定者 

  評定者は次のとおりとする。 

１．監督員 

２．工事担当係長 

３．工事担当課長 

 

第４．評定の実施及び報告 

１．評定は、評定者ごとに独立した立場で、的確かつ公正に行うものとする。 

２．考査点は、別表「工事成績評定考査の着眼点」により算定するものする。 

３．評定は、様式第１号「工事成績評定報告書」により行うものとする。 

４．評定評価報告書は、工事完了検査後速やかに作成し、財政課へ提出するものとする。 

 

 

附   則 

  この要領は、昭和５５年４月１日以降に完了する工事から適用する。 

附   則 

  この要領は、平成１３年４月１日以降に完了する工事から適用する。 



（別表） 工事成績評定考査の着眼点 

 

考 査

項目 

考査区分 

細目 

優 秀 

100←→90 

良 好 

89←→70 

普 通 

69←→60 

やや不良 

59←→50 

不 良 

49←→0 

細目の 

重要度 

現場代理人 

 主任技術者 

 監理技術者 

 を含む 

全体の把握 

指導統率力 

施行管理技術 

会社と現場の姿勢 

 

 

 

 

全体を十分に把握し、

統率力もあり技術能

力も優れ、会社と現場

とが一体となって工

事を推進した。 

全体をよく把握し統

率力、技術能力もおお

むね良好であった。 

特に問題はなかった。 全体の把握、統率力が

欠けていた。 

全体の把握、統率力に

欠け、常に問題が生じ

工事が円滑に進まず、

会社と現場、及び下請

業者との関係も悪か

った。 

0.40 

 

 

現場作業員 

 

 

 

 

作業員の熟練度 

 

作業員の配置 

 

 

 

優秀な熟練工が多く、

作業態度もよく、工事

量の増減に応じ適正

に配置されていた。 

熟練工の配置状況は

良好で、人員確保もよ

くできた。 

特に支障をきたした

事例はなかった。 

熟練工が不足し、所要

人員も十分に確保で

きず、時々工程の見直

しが必要であった。 

作業員が未熟で作業

態度悪く、また、所要

人員を確保できず、作

業中止を招くことも

あった。 

0.30 

施

行

体

制 

 

施行機器 

 

 

 

機械器具の配備 

 

機械器具の整備点検 

 

 

 

工事量に応じ適正に

配置され、整備点検も

優れていた。 

工事量に応じ、配置状

況、整備点検とも良好

であった。 

特に支障はなかった。 配備・点検が悪く時々

故障して工程に支障

をきたした。 

機器類が原因で常に

工程の中断やトラブ

ルが生じた。 

0.30 



 

考 査

項目 

考査区分 

細目 

優 秀 

100←→90 

良 好 

89←→70 

普 通 

69←→60 

やや不良 

59←→50 

不 良 

49←→0 

細目の 

重要度 

 

 

 

対外折衝 

 

 

官庁手続き 

 

周辺住民との対応 

 

 

 

万事手落ちなく対応

は十分であった。周辺

住民との対応には、十

分気を配り苦情もな

く円滑に工事を行っ

た。 

手落ちなく円滑に進

めることができた。周

辺住民から苦情らし

きものもなく対応は

おおむね良好であっ

た。 

指示により支障なく

実施できた。 

対応については、特に

問題はなかった。 

指示したが、手続きや

対応が不十分で苦情

があった。 

指示しても対応せず、

苦情が多く工事中止

を招く状態があった。 

0.30 

 

 

積極性 

 

 

 

 

創意工夫 

 

問題意識 

 

 

 

困難な課題について

は創意工夫し、常に積

極的であった。 

創意工夫をもって良

好な施工をした。 

創意工夫、積極性があ

る程度認められた。 

積極性に欠ける点が

あった。 

指示事項も直ちに実

施できない等全く積

極性が認められなか

った。 0.40 

熱

意 

 

監督員との連絡 

 

 

 

指示に対する履行の程度 

 

適切な協議・報告等 

 

 

 

細部についても自発

的に協議し、意思の疎

通を図り、指示どおり

誠意をもって実施し、

協議・報告も遅滞なく

的確に対応した。 

指示どおり実施し、協

議・報告もおおむね良

かった。 

特に問題はなかった。 指示の対応が遅れが

ちで、協議・報告も適

時性及び内容が不十

分であった。 

指示事項は再三の督

促により、ようやく履

行し、協議報告も内容

が不的確であった。 0.30 

 



考 査

項目 

考査区分 

細目 

優 秀 

100←→90 

良 好 

89←→70 

普 通 

69←→60 

やや不良 

59←→50 

不 良 

49←→0 

細目の 

重要度 

 

 

 

書類の整備 

 

 

関係書類の提出状況 

 

内容の充実度及び正確性 

 

 

常に適時に提出し、間違

いもなく内容もほぼ完

全ですぐれていた。 

必要書類もよく整備保

存されていた。 

提出期限を守り、内容

も良好であった。 

時々指導することに

より、特に問題なく処

理できた。 

しばしば遅れ、間違い

や手直しがあった。 

書類整備に全く不慣

れで、内容も悪く、常

に手直しが生じた。 

0.20 

 

 

安全衛生管理 

 

 

現場内安全衛生管理 

仮設及び機械の安全点検 

危険物の安全確保 

現場内作業事故の有無 

安全教育が端末まで周

知徹底し、仮設、機械及

び危険物の安全点検が

適正に行われ、事故もな

かった。 

安全教育が積極的に

行われ、仮設、機械及

び危険物の安全点検

に努力し、事故もなか

った。 

通常の管理は行われ、

特に問題はなかった。 

安全点検が不十分で、

時々危険な事態が見

受けられた。 

安全教育及び安全点

検が全く不十分で、事

故が発生した。 0.30 

 

 

現場の整理 

 

 

 

現場内の整理・整

頓 

 

資機材の保管状況 

 

現場内全般にわたり、常

に整然と整理・整頓が行

われ資機材の保管状況

も適切であった。 

良く整理・整頓されて

いて、おおむね良好で

あった。 

通常の整理・整頓が行

われ、特に問題はなっ

かった。 

現場内の整理・整頓が

不十分であった。 

現場内全般にわたっ

て、整理・整頓が悪く

時々事故発生の危険

状態にあり、再三の注

意にもかかわらず守

られなかった。 

0.20 

現

場

管

理 

 

交通対策 

 

周辺対策 

 

 

安全施設の配置点

検及び交通整理 

交通整理 

要員の配置状況 

苦情の有無 

安全施設の配置・点検が

徹底し苦情もなかった。 

要員の配置も適切であ

った。 

安全施設の配置状況

はおおむね良好で、苦

情もほとんどなかっ

た。 

通常の状況で特に問

題はなかった。 

安全施設の配置と点

検が不十分で指示す

ることも多く苦情も

かなりあった。 

安全施設の配置が全

く不十分で、周辺住民

に迷惑をかけ苦情も

多かった。 
0.30 



 

考 査

項目 

考査区分 

細目 

優 秀 

100←→90 

良 好 

89←→70 

普 通 

69←→60 

やや不良 

59←→50 

不 良 

49←→0 

細目の 

重要度 

 

 

 

工程計画の適正 

 

 

 

各工種と全体との整合性 

 

 

 

 

工事全般にわたり綿

密に工程計画がたて

られ各工種と全体と

の整合が優れていて

計画どおりに進行し

た。 

各工程との調整がお

おむね良好で、ほぼ計

画どおりに進行した。 

特に問題はなかった。 工事全般にわたり工

程計画が不備なため、

各工種と全体との調

整が不十分で計画の

見直しが時々必要で

あった。 

工程計画がずさんな

ため、各工種と全体と

の整合性がほとんど

なく又改善の指示を

してもその努力や能

力がなかった。 

0.30 

 

 

工程の調整 

 

 

 

 

状況変化に対する対応 

 

関連事業者との協力調整 

 

 

 

状況変化への対応が、

迅速かつ適切に行わ

れ工事の競合は積極

的な調整により円滑

に処理できた。 

状況変化への対応は、

おおむね良好であっ

た。 

特に問題はなかった。 状況変化への対応が、

後手に廻り施工推進

に支障をきたした。 

状況変化への対応が

ほとんどできず、工程

を調整する能力がな

かった。 0.30 

工

程

管

理 

 

工程の遵守 

 

 

 

 

 

 

工程計画と実施とのずれ 

 

 

 

工程の進捗状況は円

滑で、工期内に余裕を

もって完了した。 

工程の進捗状況はお

おむね計画どおり進

行した。 

特に問題はなかった。 工程の進捗状況は遅

れがちで、工期遵守の

努力にも欠けた。 

工程の進捗状況は大

幅に遅れ、工程の促進

を指示しても実施の

努力が見られず遅延

した。 

0.40 

 



考 査

項目 

考査区分 

細目 

優 秀 

100←→90 

良 好 

89←→70 

普 通 

69←→60 

やや不良 

59←→50 

不 良 

49←→0 

細目の 

重要度 

 

 

 

施工計画 

 

施工計画書の作成 

 

施工手順の適否 

 

 

施工計画は、十分に検討

され、施工手順も適切で

あった。 

施工計画書の内容も

良好で、施工手順もお

おむね良好であった。 

特に問題はなかった。 やや不十分で時々、手

直し手戻り等が生じ

た。 

全く不十分で、常に問

題が生じた。 

0.60 
施

工

管

理 

 

 

各工程の点検 

 

 

各施工段階での点検 

写真及び施工管理 

試験の実施 

記録の分析整理 

確実に実施し、データの

分析、整理が的確であっ

た。 

手直しを要すること

もなく、データの分

析、整理はおおむね良

好であった。 

指示により規定どお

り実施し、問題はなか

った。 

指示することがしば

しばあった。データの

分析、整理に不備・不

足なものがあった。 

常に指示しなければ

ならなかった。データ

の分析・整理に不備･

不足なものが多かっ

た。 

0.40 

 

 

材料の品質 

 

 

 

均一性 

試験成績 

返品の有無 

材料は均一で優れたも

のを使用していた。 

材料、均一性ともおお

むね良好であった。 

特に問題はなかった。 品質にばらつきがあ

り返品もあった。 

品質のばらつきや不

合格品が多く、試験成

績も極めて悪かった。 0.30 出

来

ば

え 

 

 

出来ばえ 

 

仕上がり外観 

出来形寸法 

手直しの多少 

 

仕上りが非常にきれい

で、細部にいたるまで行

きとどき、設計図書どお

り正確に施工されてお

り、手直しもなく優れて

いた。 

仕上がり外観、出来形

寸法及びおさまりと

もに、おおむね良かっ

た。 

手直しが若干あった

が、仕上がり外観は特

に問題はなかった。 

仕上がり外観、おさま

りに見劣りする部分

があり、手直しも若干

あった。 

仕上がり外観、おさま

りが悪く、大幅な手直

しを要した。 
0.70 

 


